
 
 

 
平成 30 年 5 月 14 日 

各   位 
  上 場 会 社 名  株 式 会 社 新 川 

代 表 者  代表取締役社長執行役員 長野 高志 
（コード番号 6274 東証第一部） 

問合せ先責任者  取 締役常務 執行役員 
経 営 管 理 本 部 長 森  琢 也 
（電話番号  03－5937－6404） 

 

営業外収益および特別利益の計上ならびに 
平成 30 年 3 月期通期連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 
平成 30 年 3月期における営業外収益および特別利益の計上ならびに平成 30 年 2月 9日に公表した平成

30 年 3 月期通期連結業績予想値と実績値との差異についてお知らせします。 
 

記 
 
１．営業外収益の内容 
平成30年3月期第3四半期連結累計期間において、保有する外貨建て資産の評価などによる為替差益

116百万円を計上していましたが、その後の為替相場の変動により第4四半期連結会計期間では為替差

損56百万円が発生しましたので、通期においては61百万円の為替差益を営業外収益に計上しています。 
 
２．特別利益の内容 
当社が保有する投資有価証券の一部を売却したことにより、以下のとおり投資有価証券売却益が発生

しました。 
 
（１） 売却期間 平成30年3月6日～3月22日 
（２） 売却株式 当社保有の上場有価証券3銘柄 
（３） 売却益  1,108百万円 
（４） 売却理由 コーポレート・ガバナンス・コードに基づく政策保有株式の見直しによる保有資 

産の効率化と財務体質強化を図るため 
 
３．平成30年3月期通期連結業績予想値と実績値との差異について 
平成30年3月期通期（平成29年4月1日～平成30年3月31日）連結業績予想値と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

15,900 △510 △370 210 11.56

実 績 値（Ｂ） 15,214 △620 △488 563 31.00

増 減 額（Ｂ－Ａ） △686 △110 △118 353 ― 

増 減 率（％） △4.3 ― ― 168.2 ― 

（ご参考）前期実績 
（平成 29 年 3 月期） 

16,438 294 432 243 13.37

   



 
 

差異が生じた理由 
第4四半期会計期間において、期待していたメモリ向けワイヤボンダの設備投資が実現しなかったこ

とに加え、パッケージボンダFPB-1シリーズにおいて顧客での技術評価が長期化し投資判断が延期さ

れたこと、さらにキーパーツの一部で調達リードタイムの長期化が継続しダイボンダとフリップチッ

プボンダの生産に影響が出たことから、売上高は計画を下回りました。それに伴い、営業利益および

経常利益が前回予想を下回りました。 
親会社株主に帰属する当期純利益は、コーポレート・ガバナンス・コードに基づく政策保有株式の見

直しにより投資有価証券を売却した結果、上述の売却益を計上したことから前回予想を上回りました。 
 

以  上 


